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【緒言】シンチレータは放射線を吸収して発光する物質であり、医療やセキュリティ等に広く利

用されている。近年の研究トレンドとしては、ホストに Ce3+、Pr3+、Eu2+を発光中心として微量添

加する形が一般的である。一方で、Nd3+を添加した物質からも比較的良好なシンチレーション特

性が観測されてきている [1-3]。しかしながらこれまで YAlO3 (YAP) に Nd を添加した際のシン

チレーション特性は調べられていない。そこで本研究では、異なる濃度の Nd (0.1, 0.5, 1, 2%) を

添加した YAP 単結晶を作製し、そのシンチレーション特性を評価した。 

【実験方法】Nd 濃度の異なる YAP 結晶を、フローティングゾーン法にて育成した。得られた結

晶を 4×4×1 mm3 程度に加工・研磨した後に、光物性およびシンチレーション特性を評価した。 

【実験結果】図 1 には X 線照射時の Nd 添加 YAP のシンチレーション発光スペクトルを示す。

Nd3+の 4f-4f 遷移に起因する幾つかの輝線が観測されており、特に 400 nm 近傍の発光強度が大き

かった。図 2 は 137Cs からの 662 keV  線照射時のパルス波高値スペクトルである。幾つかの結晶

は明瞭な光電吸収ピークを示し、今回調査したサンプル内では、Nd 0.1% 添加 YAP が最大の発

光量を示した。 
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     図 1 X 線励起発光スペクトル。  図 2 137Cs からの線照射時の波高スペクトル。

第66回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2019 東京工業大学 大岡山キャンパス)11p-PB4-65 

© 2019年 応用物理学会 02-112 2


